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〔目 的〕 
1997 年 10 月に、畜産試験場から出荷された子豚が農家で肥育され、初めてと畜

場に出荷された。同時に、精肉の販売も都内の小売店で行われた。1998 年 10 月か
ら農家で生産された子豚が農家で肥育され出荷が開始された。さらに、1999 年か
ら都外農家で生産された豚も出荷を開始した。当初、トウキョウＸの販売方式は、

市場方式によらない契約販売方式により、マニュアルにそって生産された枝肉は、

全て同一条件で取引されることとした。しかし、販売店が著名なデパートが主体と

なり、外観の点も重要視されるようになった。枝肉の購入業者からも品質を厳しく

チェックされている。そこで、これまでに出荷されたトウキョウＸの枝肉成績をとりま

とめ、今後の品質改善に資する。  
〔方 法〕 
１．1997 年 10 月から 2002 年 4 月までにと畜された 6847 頭についてとりまとめた。 
２．枝肉成績の評価は、高品質豚生産組合と枝肉購入業者が取り交わしたトウキョウＸ枝

肉取引基準に基づき、ランク１から４までとした。 
３．都内の場合は、八王子と場でと畜後、翌日に枝肉購入業者の冷蔵室内で行った。都外

の場合は、それぞれの県内のと畜場でと畜後、枝肉購入業者の冷蔵室に運搬し、都内の

場合と同様に行った。 
〔結 果〕 
１．枝肉の取引評価 

全体のランク１、２，３および４は、それぞれ 30.6、54.4、12.5 および 2.5％であっ

た。ランク２およびランク３に評価された要因としてのコメントは、肉質、肉色、枝肉

の形態と質、枝肉の脂肪の厚さと質であった。農家別のランクでは、ランク１と２の合

計で最も高い農家は 92.2％、最も低い農家は 77.5％であった。 

２．枝肉重量 

枝肉重量の全体の平均は 73.7±5.2 ㎏であった。農家別では、69.8±5.7 ㎏から 76.6

±7.8 ㎏の範囲であった。ランク別では、ランク１、２および３では全体の平均とほぼ

同様であったが、ランク４は 69.8±7.8 ㎏と小さかった。 

３．背脂肪の厚さ 
背脂肪の全体の厚さの平均は 2.3±0.6 ㎝であった。農家別では 2.1±0.5 ㎝から 2.6

±0.8 ㎝の範囲であった。ランク別ではランク１は 2.2±0.3 ㎝で、ランク２および３の

順に厚かった。しかし、ランク４では逆に薄かった。 

４．と畜日齢 
全体のと畜日齢の平均は 213.0±28.3 日であった。農家別では、195.3±22.5 日から

248.0±29.7 日の範囲であった。ランク別ではランク１は 209.6±24.8 日でランク２も
同様であったが、ランク３、４はこれらより長かった。 

〔考 察〕 
以上、トウキョウＸの枝肉の平均は、枝肉重量は 73.7±5.2 ㎏、背脂肪の厚さは 2.3 ㎝、

と畜日齢は 213 日であった。ランク１の平均もほぼ同様であり、これらの値が高く評価さ

れる枝肉であると考えられる。 
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